
枚方市監査委員告示第 11 号 

 

 

 地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 199条第 1項及び第 2項の規定に基づき定期監

査を実施したので、同条第 9項及び第 10項の規定により監査の結果に関する報告を次のと

おり公表する。 

 

 

令和 4 年（2022 年）12 月 27 日 

 

枚方市監査委員  勝 山 武 彦 

同        分 林  義 一 

同        西 田 政 充 

同        上 野 尚 子 

                                                            



  

１．監査の対象 

⑴ 対象部課 

総合教育部  教育政策課 

新しい学校推進室 

おいしい給食課 

中央図書館 

        

⑵ 対象事務 

令和 4 年度（2022 年度）における財務に関する事務の執行及び事務の管理状況 

 

２．監査の期間 

令和 4年（2022年）9月 1日（木）から令和 4年（2022年）12月 26日（月）まで 

 

３．監査の結果 

  関係者から事情聴取し、また、提出された資料及び関係書類を監査した結果、 

事務処理状況等はおおむね適正に処理されているものと認められたが、一部に改善、

検討を要する事項が見受けられた。 

  以下、留意点、意見を述べる。 

 

 

【指摘・改善事項】 

［おいしい給食課］ 

○学校給食調理場の管理運営に係る事務処理について 

おいしい給食課では、第一学校給食共同調理場及び 7か所の単独調理場の調理業務等

を委託している。仕様書には、毎年度当初に業務責任者届、調理従事者届を提出するこ

ととしているが、令和 4年度は単独調理場 7か所の受託事業者が未提出となっていた。 

また、取得後速やかに提出することとしている営業許可証を、契約後 2年以上経過し

て提出している受託事業者があるなど、適切な履行確認が行われていなかった。 

契約事務では、課長・課長代理の決裁がない回議書が多数あるなど、適正な決裁処理

が行われていなかった。主管課専決で行う物品購入において、分割発注や必要書類の添

付漏れなど、不適切な事務執行が見受けられた。 

物品管理事務では、各調理場に配置している厨房機器等の備品や消耗品、調理員の被

服等について、適切な管理が行われていなかった。 

以上のように、おいしい給食課において、様々な事務処理が契約規則、物品管理規則

及び事務決裁規程等に基づくことなく、杜撰に行われていた。 

このような状況に至った原因を早急に究明し、今後同様の事案が起こることがないよ

う、原課のみならず教育委員会事務局が一丸となって、事務の適正化に向けた改善策を

講じるよう指摘する。 



  

 

【意見・要望事項】 

［教育政策課］ 

○教育委員会後援名義に関する事務について 

教育政策課では、教育、学術、芸術、又は文化の振興に寄与する事業に対し、教育委

員会後援名義の使用を承認している。承認に係る事務のうち、事業終了後の報告書・決

算書等による確認を行っていなかった事例が見受けられた。 

今後は、申請時だけでなく承認後においても、実施した事業が後援の基準を満たして

いたかの確認体制を強化するなど、適切に事務を執行するよう要望する。 

 

○現金の管理について 

教育政策課では、教育委員会に係る公金を取り扱っている。公金については、適正に

管理されていたが、公金外金銭において不明金が生じていた。 

今後は、職場において管理する公金外金銭についても、現金管理の重要性を認識し、

適正に管理するよう要望する。 

 

［新しい学校推進室］ 

○市立学校園の施設開放事業の在り方について 

新しい学校推進室では、土曜日・日曜日・祝日に市立小学校の体育施設（運動場、体

育館）を開放する「市立小学校体育施設開放事業」と、学校園の体育施設や特別教室等

を開放する「市立小中学校及び幼稚園施設開放事業」を所管している。使用するために

は使用前の申請書の提出を求めているが、使用後に申請書が提出されているものや、枚

方市教育委員会所管に係る財産及び公の施設使用規則で定められた予約期間よりも先

の予約を許可している事例等が見受けられた。 

現在、小中学校の体育館への空調設備の設置が進められており、受益者負担を始め、

施設の在り方が検討されているが、受付事務など教職員への負担が一層増加することが

課題として挙げられている。 

今後は、申請に係る受付事務の適正化及び教職員の負担軽減も十分考慮しつつ、より

良い施設開放事業への取組を進めるよう要望する。 

 

［中央図書館］ 

○枚方市立香里ケ丘図書館に係る事務処理について 

中央図書館では、香里ケ丘図書館に指定管理者制度を導入しているが、施設使用料の

徴収・還付に関する委託契約の締結が行われていなかった。また、指定管理者の使用許

可業務において、使用者ＩＤ番号の有効期間に関する認識が不足していたことや、申請

内容の確認が不十分なまま使用を許可している事例があった。 

今後は、指定管理者基本協定書に基づき、必要な契約事務手続を確実に行うとともに、

指定管理者が適切に業務を遂行しているかを定期的に確認するよう要望する。 


